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本報告は，2022年8月5日，8日の現地調査概要をまとめたものです．速報版のた
め，今後，内容を修正する可能性があることにご留意ください．
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¾小岩内地区の現地調査による災害の要点

・家屋被害は，大沢川沿いに集中していた．主に流木や流木閉塞による
流路変更に伴う洪水の洗掘によって家屋の全壊，半壊被害がもたらさ
れたと考えられる．大沢川などの河川流域では，浸水や砂の堆積によ
る家屋被害も認められた．

・大沢川を流下した土砂は，極粗粒砂（粒径2 mm程度）までの砂が主体
であり，巨礫は基本的には確認できなかった．谷出口付近において，
わずかに確認された巨礫は，元々堰堤の下流側の谷に堆積していたも
のが，擁壁工下部から洗掘され流下した可能性がある．

・洗掘された家屋基礎の下部では，大沢川の小規模な扇状地の堆積物
（礫）が確認された．また，堰堤下流の河床（擁壁工下部）では巨礫が
確認された．したがって，大沢川では過去に巨礫を含む土石流が発生
していたと考えられる．

・今回の災害によって発生した大沢川での土砂流出様式の詳細について
は，今後の現地調査が必要である．



図１ 村上市小岩内地区周辺（地理院地図を基に作成）
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図２ 2022年8月2日～3日の降雨状況
新潟県の雨量観測所（村上市川部）のデータを基に作成．8月4日2:00, 3:00は欠測．



図３ 小岩内地区（地理院地図を基に作成）
数字は地上写真の撮影地点番号．



ドローン写真１ 2022/8/5（撮影方向：南東）
小岩内地区全景



ドローン写真２ 2022/8/5（撮影方向：東北東）
小岩内地区大沢川の状況

写真中央の流木堆積箇所が大沢川の流路（写真手前が下流）



撮影地点１ 2022/8/5（撮影方向：北東）



撮影地点１ 2022/8/5（撮影方向：北東）



撮影地点２ 2022/8/5（撮影方向：北東）

大沢川下流の状況．河床には，土砂・流木が堆積しており，護岸から一部越流し
ている．



撮影地点３ 2022/8/5（撮影方向：西）

浸水深105 cm，堆積物層厚95 cm.
（ただし、計測したのは上写真の壁面（東向き）ではなく、北向きの壁面（下写真）)

2022/8/8



撮影地点４ 2022/8/8（撮影方向：東）

小岩内地区公会堂前のお地蔵様の浸水状況（約130 cm）



撮影地点5 2022/8/5（撮影方向：東）

大沢川上流に向かって撮影．手前の平地は，家屋が建っていたが，流木によって全壊・流出
した可能性．擁壁工の金網フェンスが流出した家屋由来の材木を捕獲．擁壁工のコンクリー
トには流木や流出家屋による擦痕あり．



撮影地点5 2022/8/5（撮影方向：東南東）

家屋（１棟）の全壊・流出箇所に堆積した流木．



撮影地点5 2022/8/5（撮影方向：東南東）



撮影地点5 2022/8/5（撮影方向：南東）



撮影地点6 2022/8/5（撮影方向：南南東）

全壊・流出した家屋の上流側の建物外壁に浸水の痕跡（浸水深190 cm，堆積物層厚20 cm).



撮影地点7 2022/8/5（撮影方向：南東）

大沢川左岸の擁壁工（写真左が上流）表面の苔が，流木によって剥ぎ取られた痕跡（擁壁下
から約360 cm高）．



撮影地点7 2022/8/5（撮影方向：上流（東））
擁壁工下部および護岸工の背後が
洗掘されている．



撮影地点7 2022/8/5（撮影方向：下流（西））

擁壁工の背後の斜面に大きな変状は確認できない．



撮影地点7 2022/8/5（撮影方向：北）

大沢川の谷出口付近（集落の上流部）．右岸の建物に泥はねの痕跡（床から泥はねまでの高
さ480 cm）．



撮影地点7 2022/8/5（撮影方向：北）

大沢川，谷の出口付近．波長の長いゆるやかな波状の反砂堆．内部には上流に傾斜するバッ
クセット構造がみられる（写真左が下流側）．堆砂が急速に進行したことを示す．



撮影地点7周辺 2022/8/5（撮影方向：北）

流れによる堆積物は砂質で，流れの主部が，石礫の少ない土砂流であった可能性が高い．よ
り希釈な流れとなった後続流がさらに，この堆積物を洗掘した．



撮影地点8 2022/8/5（撮影方向：南）

大沢川の調査範囲内で確認できた最大礫径．
花崗閃緑岩の巨礫（長径約1～2 m前後）が複数堆積．
ただし，礫の供給元は，大沢川の堰堤上流からではなく，堰堤下流の擁壁工下に存在してい
た礫が今回のイベントで移動したと考えられる（擁壁工下部が洗掘された写真，参照）．



撮影地点9 2022/8/5（撮影方向：南）

表層崩壊（大沢川左岸no.２）
基盤岩は露出しておらず，山麓堆積物もしくは崩積土の崩壊
「大沢川左岸no.1」に近接する表層崩壊（擁壁工終端のすぐ上流）. 基盤と土層の境界でな
く，土層中にすべり面が形成されたと考えられる．
崩壊構成物質の礫種は，主に流紋岩8割，花崗閃緑岩2割であり，粒径は20 cm前後が多く，
一部に5 cm前後を示す．
基質の土は，黄褐色～茶褐色を呈し，淘汰が悪い．
触覚と目視では，基質の粒径はシルト分～中粒砂分が卓越．
すべり面の走向傾斜は，N70E，50Nを示す．



撮影地点9 2022/8/5（撮影方向：南）

表層崩壊（大沢川左岸no.２）
山麓堆積物もしくは崩積土の崩壊．
流紋岩角礫～亜角礫の集積箇所で，粒径は10～20 cm前後が多い．
黄褐色～茶褐色の基質部分にも粒径1～3 cmの流紋岩礫が混在する．
まれに粒径30～40 cmの花崗閃緑岩の亜角礫～亜円礫も確認できる．



撮影地点10 2022/8/5（撮影方向：南）

表層崩壊（大沢川左岸no.１）
釜杭層（前期中新世）の粗粒～中粒砂岩（基盤岩）が露出しており，土層と基盤岩の境界付
近がすべり面と推定．
側部の状況から，樹木の根系が到達しうる程度のすべり面深度．
すべり面の走向傾斜は，N62E，50Eを示す．



撮影地点10 2022/8/5（撮影方向：南）

表層崩壊（大沢川左岸no.１）
基盤岩の釜杭層（粗粒～中粒砂岩）の傾斜は10°以下で，水平に近い地質構造．



撮影地点10 2022/8/5

表層崩壊（大沢川左岸no.１）



撮影地点11 2022/8/5（撮影方向：北東）

表層崩壊（大沢川右岸no.1）
釜杭層の砂岩（基盤岩）が露出しており，土層と基盤岩の境界付近がすべり面と推定．上部
斜面に分布する樹木の根が露出し，垂れ下がっている．
すべり面の走向傾斜は，N35W，35Sを示す．



撮影地点11 2022/8/5（撮影方向：北東）

表層崩壊（大沢川右岸no.1）



撮影地点12 2022/8/5（撮影方向：北東）

表層崩壊（大沢川右岸no.2）



撮影地点13 2022/8/5（撮影方向：東）

小岩内地区の上流に存在する堰堤．
大量の流木が堆積している様子が下流側から窺える．
護岸工の背後の洗掘（写真右側）や渓岸の侵食（写真左手前）も認められる．


